




The Practice and Outcome in the Self-support Project

















































































































せは全体の 43％（平均値 18.8，最小値 14.6，最大値 24.8，標準偏差 2.1）。チャモリ地
区の女性において，月経開始年齢にもかかわらず無月経と思われる思春期女性が３名いた。
２）貧血が多い
貧血は思春期女性 63 名全員であった（ヘモグロビン値の平均値 10.9g/dl，最小値
8.5g/dl，最大値 11.9g/dl，標準偏差 0.7）。慢性的な鉄欠乏性貧血が疑われる。
３）齲歯（虫歯）が多い





























































































































































































日本の妊産婦死亡率は世界でもトップレベルにあり，2007年には出生 10 万あたり 3.2
ときわめて低い
4)
。一方，インドは，出生 10 万あたり 300∼ 549人と，妊産婦死亡率が高
い地域である。ユニセフによる開発途上国の妊産婦死亡に関する報告書子どもたちのた
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